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調査によれば……全米５０州のうちノースダコタ，カンザス，テキサスの三州だけで，利用可能な風
力は，アメリカ全土の電力需要をみたせる事，また風力で発電した電気料金は，アメリカでは，１５
年前は１キロワット時３８セントだったのが，４セントにまで下がり……他の発電法にくらべて十分
競争力をもつ数字になっていること，将来的には，「農家や牧場主が，アメリカ全土の電力の大部分
を供給するだけでなく，アメリカの自動車の燃料のほとんどを供給することが充分おこりうる事（余
剰電力を利用して「水の電気分解」により水素をこしらえ，これで車をはしらせる……）と「果して
そうか」と思われる程楽観的な見方を展開している註８。
デンマークについてふれるのは，後に述べるように，「日本の風力発電」を考える場合，どうして
も「洋上風力発電をも考えねばならない」が，デンマークは，ヨーロッパの小国だが，世界の先頭を
切って「洋上風力発電」にとりくんでいるからだ。デンマークでは１９７８年より電力会社に「風力発
電による電力の買取り」の義務を課した。又１８７９年以来，一定の認定試験に合格した風車の建設に
３０％の建設補助金を出すことにきめた。こうした事から，多くの風力発電機メーカーが生まれ，
「ウィンド・ファーム」（風車群）が建設されるようになった。そして２００３年には，風力発電量は
３，１１５MWとなり，電力需要の約２０％をまかなうまでになった。そして最新のエネルギー計画「En-
ergy２１」では，「……２０３０年には風力発電により，デンマークの電力需要の約半分をまかなう」事を
目標としている註９。
 日本の風力発電について
上記の事から分るように，「日本の風力発電は後進国並みである」といわざるを得ない。従来「そ
の理由」として「……相手は，自然の『風』であり，日本は余り風力にめぐまれていない……」とい
われていた。然し「NEDOの風力調査」によれば，結構日本も風エネルギーにめぐまれている事が
分ってきた。又，上記デンマークの洋上ウィンド・ファームとちがって，日本の海は，すぐ深くな
り，洋上風車の建設にむかない……ともいわれた。然し，日立造船・舞鶴工場で実証実験中の「海上
浮体風車」にすれば，海洋国日本は，「風力発電適地」にかわる。「日本の経済水域」は，４４７万平方
キロメートル（国土の１２倍）あり，ヨーロッパと逆転する筈である註１０。
５． 太陽エネルギー
 太陽熱発電
もう「撤去」されたのだが，日本でこうした実験をやった事がある事を記録にとどめるため肯て記
したい。
「太陽」の利用には，大きくわけて太陽熱の利用と太陽光の利用の二つがあるが，これは（四
―２１―
鏡群 
かがみ 
太陽 
水→水蒸気→発 電 
国の仁尾太陽熱試験発電所），太陽熱を利用して「電気を
おこそう」という壮大な実験であった。原理は，右図の如
く，「太陽光線を搭上の『水』に集める」発生する水蒸気
で，発電機をまわすというものである。
然し，この太陽熱発電の実験プラントは，その後
NEDOによると１９８５年「撤去」されたという（はじまり
は１９８１年１０月９日）。たぶん発電は可能だが，コスト的
に「割高の電気」しか得られなかったからだろう。
第５図
写真２１ 仁尾太陽熱発電所
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写真２２ 仁尾太陽熱発電所
写真２３ 仁尾太陽熱発電所
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